
２０３０赤穂市総合計画 
基本計画 

 

39 

第
１
章 

安
心 

序 

論 

資
料
編 

基
本
構
想 

基
本
計
画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤穂市地域福祉計画 

 

  

項目 主要な取組 

１ 地域福祉活動の活性化 

◇重層的な地域福祉ネットワークの構築 

◇地域福祉を推進する人材育成 

◇地域住民が主体となった活動の支援 

◇関西福祉大学との連携推進 

◇社会福祉法人の地域公益活動の推進 

２ 地域福祉推進体制の強化 

◇市民ニーズの把握と関係機関との連携強化 

◇包括的な相談支援体制の構築 

◇各協議体のさらなる活性化 

３ 
すべての人にやさしい福祉のまちづくり

の推進 

◇ユニバーサル社会づくりの推進と意識啓発 

◇すべての人に配慮した道路・施設整備の推進 

４ 生活困窮者の自立の促進 

◇窓口の周知とアウトリーチ※１による相談支援 

◇関係機関との情報共有と連携の強化 

◇個別の支援プランに基づく自立の促進 

◇地域の社会資源の把握と関係者の相互理解 

指標 単位 

基準値 目標値 

2019年度 

(令和元年度) 

2025年度 

(令和７年度) 

2030年度 

(令和１２年度) 

福祉ボランティア登録数  ★ 人 612 672 722 

集いの場開設数  ★ 箇所 114 210 289 

施策の展開 

関連個別計画 

目標指標 

※１アウトリーチ…生活上の課題を抱えながらも自ら援助にアクセスできない個人や家族に対し、家庭や学校等への訪問支援、当事者が出向きやすい場
所での相談会の開催、地域におけるニーズ発見の場や関係づくりなどにより、支援につながるよう積極的に働きかける取組のこと。 

２０３０赤穂市総合計画 
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福祉に関する相談窓口 

 

安心  誰もが健やかに暮らせる安心と安全のまちづくり 

（1）誰もが安心して暮らせる地域社会の構築 

①多様なつながりと支え合いによる地域福祉を進める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民が住み慣れた地域で支え合いながら、支援が行き届く体制の整備を進め、重層的な地域福

祉ネットワークの構築と、ユニバーサル社会づくりの実現に向け、誰もが地域社会の一員として、

いきいきと安心して暮らすことができるよう、すべての人にやさしい福祉のまちづくりに取り組

みます。 

また、生活に課題を抱えた人が、それぞれの状態に応じた支援を受け、社会的に自立し、安心し

て暮らせる支援体制の整備に取り組みます。 

  

◆少子高齢化や核家族化の進行、ライフスタイルの多様化などにより地域コミュニティが希薄化

し、社会的孤立の問題が深刻化しているため、地域福祉推進体制の強化が必要です。 

◆自ら支援を求められない人や、ひきこもりの状態にある人などを把握し、適切な支援につな

げることが必要です。 

◆生活困窮者の抱える課題は、複雑かつ複合的なことも多く、関係機関等が緊密に連携して対

応することが必要です。 

現状と課題 

施策の方針 




